
東精診オリジナル例会 児童青年期シンポジウム開催のご案内 
はじめに 

  私たち診療所の精神科医は、オールラウンドなメンタルヘルスに対応していきたいと思いますが、妊産婦、児童・青年

期、老年期に関しては専門的に深く知る機会が成人のそれに比べると少ないと思います。私たちの会には深く洞察して診

療しているレジェンドの先生たちがいます。今回はなかなか聞くことができない貴重な講演、シンポジウムが開催されま

す。児童思春期委員会の皆さん、紫藤昌彦委員長・理事をはじめ、石崎朝世先生、杉村共英先生に多大なる準備をしていた

だいています。現地での開催となりますので、いろいろと質問できる機会です。会員の先生たちのご参加はもちろんのこ

と、職員の人たちにもお声をかけてみてください。 

会長  芦刈 伊世子 

記 

日 時 ： 令和5年7月23日（日） 14：00～16：00  

場 所 ： 中野セントラルパークカンファレンス１F ルーム2A+B 

（中野区中野4丁目10番2号 中野セントラルパーク サウス）

≪プログラム≫ 
Ⅰ．14：00～14：05  会長挨拶 

Ⅱ．14：05～14：５０  特別講演1. 
座長 紫藤クリニック 院長  紫藤 昌彦   先生 

『発達障害の長い経過を診てきた経験からお伝えしたい各時期の適切なかかわり』  

演者： 王子クリニック 院長 石﨑 朝世 先生

講演要旨：発達障害の特性が明らかで支援が必要であっても、社会的予後が良い方もいるし、逆に特性が軽度であっても、社会

的予後が良くない方もいます。子どもの時もいきいきと、大人になってもいきいきと生活するために何が必要か探

りたいと思います。 

長い経過を診てきた経験からは、新しい知見とは言えませんが、やはり、幼小児期から、愛情をもって受け入れられ、

虐待やひどいいじめがない環境が一番大切で、自己肯定感が持てるように応援することが重要といえます。 

そのためには本人の支援と共に、家族や支援者の支援も必要です。また、しばしば薬物治療も役に立ちます。 

幼小児期からの経過にめぐまれず、大人になっていろいろな問題が大きくなっていても、時間はかかりますが、それ

を挽回する手立てはあると思います。特性の変化もあります。傷が深い場合、合併障害（二次障害）の治療的対応をし

ながら、それを少しずつ癒し、少しずつ真の自信、自己肯定感をつけていきます。うまくいかないこともありますが。

具体例を挙げ、皆様と思いを共有していければと思います。 

Ⅲ．14:50～15:35  特別講演2. 
座長 紫藤クリニック 院長  紫藤 昌彦   先生 

『子どもを診る上での留意点』 演者： 発達心療クリニック 院長 杉村 共英 先生

講演要旨：私は 10 年ほど前から児童精神科クリニックを営み，同時に児童相談所や児童養護施設の嘱託医，学校の精神科校医

などを務めています。子どもの領域に特化する前は，約 10 年間ほど大学病院や関連病院で成人の急性期の診療（主

に入院）に従事してきました。この間は，高校生（と数例の中学生）は診ていましたが，小学生の診療経験はありません

でした。その後，都立梅ヶ丘病院で児童精神科外来を経て，精神科病院で児童思春期病棟を立ち上げと運営を経験し

て2012年にクリニックを開業しました。 

直近 10 年ほどで発達障害や虐待事案への世間の関心が高まり，また精神科受診への抵抗感の軽減もあって，受診年

齢が低くなっています。また児童精神科クリニックが充足していないこともあり，一般の精神科クリニックに受診依頼

が入ることも多くなっていると思います。今回は，成人と子どもの両方を経験してきた立場から，児童精神科クリニッ

クでどのような診療が行われているのかを紹介するとともに，子どもを診る上での留意点（薬物療法の意義や方法，

告知，保護者や学校との関わり）についてお話ししたいと思います。皆様の日常診療の一助になれば幸いです。 

 Ⅳ. 15：35～16：00 ディスカッション 



 
     

◆参加費： 東精診・日精診 正会員・賛助会員： 無料 

上記以外の東精診・日精診会員の診療所勤務の医師￥2，000.-、その他スタッフ：￥1，000.-を当日受付にてお支払いください。 

 

◆お申込み方法 

下記申込書に必要事項をご記入の上、7月18日(火)までに東精診事務局あてにFAX又はメールにてお送りください。 

（東精診 FAX： 03-6382-5956、 e-mail: office@tapc.gr.jp） 

 

主 催： 一般社団法人東京精神神経科診療所協会 ・ 共 催： 公益社団法人日本精神神経科診療所協会 

連絡先： 東精診事務局 〒164-0001 中野区中野2-22-4-402 TEL:03－6382-5955  

FAX:03－6382-5956 e-mail: office@tapc.gr.jp 

 

 

 

 

ＦＡＸ返送先： 03-6382-5956 

 

 

●ご氏名                          ●ご所属先                                   

 

□東京精神神経科診療所協会会員     □非会員の医師     □コメディカル他 

 

□日本精神神経科診療所協会会員  地区名（                    ） □非会員の医師 □コメディカル他 

 

 

●ご連絡先メールアドレス（必須 ： 楷書でお願いいたします） 

 

                             ＠                                           

 

 

 

●下記アンケートにご協力をお願いいたします。 

 
★本講演の児童青年期の発達障害について質問がありましたら下記へご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申 込 書 

mailto:office@tapc.gr.jp



